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Hubble Origins Probe (HOP)は、Hubble Space Telescope (HST) の後継機として 2010年に打ち上げが検討さ
れている、HSTと同型の 2.4m宇宙望遠鏡である。HOPにはHST用に開発されたCosmic Origin Spectrograph
(COS)とWide Field Camera 3 (WFC3) が主な観測機器として搭載されるが、これに加えて、日本が開発する
超広視野カメラVery Wide Field Imager (VWFI)を載せることが重要な検討課題となっている。
VWFIは HSTの Advances Camera for Surveys (ACS)の約 20倍の視野を持つモザイク CCDカメラである。
そして、VWFIのフィルターとして広帯域フィルターが使われる予定である。
そこで、今回、我々はVWFIのサンプルフィルターの宇宙空間での耐性を調べた。耐性試験に用いたのは、サ
ンプルフィルターとその構成要素である色ガラス、短波長カット膜蒸着の石英ガラス、および長波長カット膜蒸
着の石英ガラスの４つのテストピースである。対象としたフィルターは、宇宙空間環境で最も影響があると考え
られる、最も赤い ZRフィルターである。
行った耐性試験は真空試験、熱サイクル試験、そして、放射線照射試験である。各試験の後、目視とテープを
用いてサンプル表面の変化の有無を確認し、また、サンプルの透過率の変化の有無を確認した。
耐性試験の結果は、放射線照射試験において、色ガラスにのみ試験前後の透過率に変化が見られた。しかし、
その他の試験では、どのテストピースにも変化は見られなかった。本年会では、これらの試験結果を紹介する。


